
実　績

目　標

機械導入

農業機械の導入完了（いも類収穫機）

目　標 機械導入

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R１年度 R2年度 R3年度 ○年度 ○年度

農業機械の導入完了（液肥散布車）

実　績 機械導入

目　標 機械導入

実　績

実　績

目　標

農業機械の導入（いも類収穫機等）

目　標 機械導入

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 ○年度 ○年度

実　績 機械導入

農業機械の導入（液肥散布車）

目　標 機械導入

実　績 機械導入

96.9%

うち
交付金充当額

30,078 30,078

執行状況の説明 農業機械施設（液肥散布車、いも類収穫機、かんしょ関連機械）を計画通り購入した。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

～R1年度 ○年度 ○年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 37,598 37,598

Ａ．予算現額 38,793 38,793

執行率（％）(B/A) 96.9% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

共同利用機械を導入し、市場ニーズに対応できる安定生産・出荷に向けた産地形成及び農業経営ん安定化・経費や労働力の削
減を推進し、農産物の生産振興を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業内容

市町村名 八重瀬町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 農業機械施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章-3-(7)-カ

基本計画該当箇所 亜熱帯・島しょ性に適合した農林水産
業の基盤整備

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-１-(６)
元 元 該当箇所

担当部課名 経済建設部 農林水産課
事業実施
年度

令和 ～



実　績 211%増加

【R4年度】
・今後も農業機械を継続して稼働させ、生産コストの軽減や作業効率の向上を図りながら、機械の整備をしっかり行い、長期間使用できるよう取り組む。

状
況
説
明

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【R3年度】
・液肥散布導入により、液肥を利用しコストの削減だけではなく、水分を含む
ため、干ばつ防止にもなり、適切な効果がみられた。
・芋類収穫機に関しても、作業効率が上がり、栽培面積及び収穫量の増加が
みられ、2機とも導入して成果目標を達成した。

【R3年度】
・液肥散布車に関しては、さとうきびの肥料散布期間が被ることから、混雑
が見られたため、液肥を時期に合わせて、準備していきたい。
・芋類収穫機に関しては、元腐病に注意しながら、機械の稼働に努めてい
きたい。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R3年度】
（液肥散布車）
・利用が約106件あり、金額にすると約２５２万円分の削減につながる。利用農家としても肥料と違い、液肥なので、干ばつ防止にもつなが
ると声もあり、今後も利用者が増えていくと考える。
・1回/1台で化学肥料約４袋分に相当するため、これまで平均12袋/年必要であったが、８袋で済むため大幅なコスト削減につながった。

（芋類収穫機）
・令和元年度はサツマイモ基腐病により収穫量も減っていた。
今までは植え付けや収穫も手作業で行っていたため、農家にとっては重労働で栽培面積も小さかったが、機械導入をきっかけに地元農業
協同組合による斡旋や酒造会社（芋酒）と大型契約できたことで、栽培面積及び収穫量が増加した。

（いも類収穫機等）
栽培面積及び収穫量の割合を5％以
上増加

栽培面積

収穫量

目　標 5％増加

実　績 211%増加

目　標 5%増加

目　標 5%低減

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実　績 33.3%減少

○年度
□ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

（液肥散布車）
サトウキビ生産コストの5％以上低減



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R2年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

「地域の偉人に対する理解度が向上した」
「八重瀬町に対する印象、興味関心度が高まった」
「地域に対する愛着心が高まった」
と回答した割合 実　績 87％

目　標 80％

実　績

実　績 ２回

町内34自治会で上映会実施

目　標 34回

実　績 120回

観光拠点施設で放映

目　標 120回

町内４小学校、２中学校で学習教材として活
用

目　標 24回

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R2年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 放送１回

映像資料制作の実施

目　標 放送１回

実　績 18回

100.0%

うち
交付金充当額

4,400 4,400

執行状況の説明 事業計画どおり執行した。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

Ｂ．執行済額 5,500 5,500

Ａ．予算現額 5,500 5,500

執行率（％）(B/A) 100.0%

事業内容
沖縄自由民権運動の父と称される八重瀬町出身の偉人「謝花昇」について映像コンテンツを制作し、各教育機関等で継続的に
活用し人材育成に役立てる。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和
年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-3-⑴

2 2 該当箇所
担当部課名 教育委員会 生涯学習文化課

事業実施
年度

令和
～

市町村名 八重瀬町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 「義人謝花昇」映像資料制作事業 沖縄２１世紀ビジョン 3-5-⑹－ア

基本計画該当箇所 県民生活を支える人材の育成



「地域に対する愛着心が高まった」と回答した割合

目　標 80%

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R4年度】
・対象学年の児童生徒は、毎年変わるため継続して段階的にレベルを上げながら取り組める仕組みの検討を学校と協働で実施する。
・町広報誌やホームページ、SNS等を活用し情報発信に努める。オンライン配信に向け関係部署と連携し、検討を進める。

状
況
説
明

【R3年度】
・小学校（3、5年生）、中学校（1年生）を対象に実施する地域学習の授業で視聴後、「偉人に対する理解度の向上」についてR2年度を上
回っている。

・「地域に対する愛着心が高まった」と回答した割合は81％となり達成状況は順調である。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【R3年度】
・地域の偉人に対する理解度の向上がR2年度実績数及びR3年度目標値を
上回っていることについて、小中学校で実施する地域学習で、学習ポイント
を明確にし映像資料と併せて解説することで理解度の向上が図られたと思
われる。

・新型コロナ感染症の影響により地域での上映会の開催に課題があるた
め、R3年度よりDVDの無料貸出を行っているが利用者数が伸びない。

【R3年度】
・引き続き学校現場と連携を図り、映像資料を活用した効果的効率的な
授業推進を図っていく。

・無料貸出の情報発信に努める。また、インターネット上で無料視聴がで
きるようオンライン配信の検討を行う。

実　績 81%

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R3年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 91%

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

「地域の偉人に対する理解度が向上した」と回答した割
合

目　標 80%


